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厚
生
委
員
会
二
回

行
事
は
総
代
会
や
全
板
大
会
な

ど
十
回

関
係
機
関
の
行
事
へ
参
加

現
在
ま
で
に
百
三
十
五
回

表
彰
七
種
二
十
二
名
受
賞

２
、
賦
課
金
値
上
げ
の
件

先
回
の
理
事
会
で
も
審
議
さ

れ
た
値
上
げ
の
件
は
、
収
支
が

悪
化
し
て
ど
う
し
て
も
値
上
げ

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
状
況
で

あ
り
、
四
月
か
ら
月
額
二
千
円

に
値
上
げ
を
申
し
合
わ
せ
た
。

３
、
中
部
板
金
工
業
組
合
協
議
会

（
中
板
協
）
二
十
周
年
記
念
行

事
に
つ
い
て
。

金
沢
で
六
月
十
三
日
に
開
催

さ
れ
る
。
県
板
で
は
十
三
～
十

四
日
の
一
泊
二
日
の
行
程
で
二

十
名
以
上
の
参
加
を
目
標
で
検

討
。

愛
知
県
板
で
は
平
成
十
年
二
月

二
十
四
日
午
後
一
時
よ
り
県
板
三

階
会
議
室
で
常
務
理
事
会
を
開
い

て
次
の
議
案
を
審
議
し
た
。

１
、
各
委
員
会
報
告
を
吉
田
専
務

理
事
が
行
っ
た
。

滋
賀
県
板
と
懇
談
会
９
．
ｍ
・
７

三
役
会
識
六
回

常
務
理
事
会
三
回

理
事
会
三
回

経
営
技
術
合
同
委
員
会４
・
巧

総
務
委
員
会
四
回

広
報
委
員
会
毎
月
肥
日
前
後

技
術
研
究
委
員
会
三
回

技
能
委
員
会
四
回

厨
房
空
調
委
員
会
二
回

経
営
研
究
委
員
会
一
回

保
証
委
員
会
三
回

企
画

愛
知
県
板
金
工
業
組
合
、
厨
房

空
調
委
員
会
（
石
演
陽
夫
委
員
長

以
下
六
委
員
）
で
は
東
京
有
明
の

国
際
見
本
市
会
場
の
東
京
ピ
ッ
ク

サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
て
い
る
、
第

五
回
空
調
・
衛
生
総
合
機
材
展
を

二
月
二
十
～
二
十
一
日
の
行
程
で

見
学
会
を
開
催
し
た
。

見
学
会
に
つ
い
て
は
、
昨
年
九

月
に
講
習
会
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
を
採
り
、
参
加
す
る
と
の
回
答

が
あ
っ
た
支
部
に
募
集
の
案
内
を

出
し
て
参
加
を
募
っ
た
。

県
板
九
支
部
か
ら
二
十
名
の
参

加
者
が
あ
り
、
新
幹
線
で
会
場
入

り
し
た
。

今
回
は
金
属
加
工
機
械
メ
ー

カ
ー
の
「
ア
マ
ダ
」
の
協
力
で
、

参
加
費
用
が
格
安
で
開
催
さ
れ
た
。

東
京
が
一
月
の
大
雪
で
足
止
め

に
な
り
、
話
題
に
な
っ
た
新
交
通

シ
ス
テ
ム
の
「
ユ
リ
カ
モ
メ
」
に

乗
り
、
新
橋
か
ら
フ
ジ
テ
レ
ビ
の

あ
る
お
台
場
を
通
り
、
有
明
の

ピ
ッ
ク
サ
イ
ト
に
入
っ
た
。

東
京
湾
の
埋
め
立
て
地
に
で
き

た
巨
大
な
施
設
に
、
百
四
十
社
の

企
業
が
出
展
し
て
い
る
会
場
に
入

り
、
ダ
ク
ト
関
連
の
展
示
場
か
ら

見
学
し
た
。
会
場
は
火
気
使
用
が

で
き
な
い
た
め
、
プ
ラ
ズ
マ
や
レ
ー

ザ
ー
切
断
の
実
演
が
で
き
な
い
の
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ｌ
Ｊ
ｌ
Ｊ
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ｊ
ｌ
ｊ
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Ｊ
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Ｊ
ｊ
Ｊ
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Ｊ
ｌ
ｊ
ｌ
Ｊ
１
Ｊ

で
実
演
コ
ー
ナ
ー
は
少
な
く
展
示

コ
ー
ナ
ー
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。

ダ
ク
ト
の
吊
り
金
具
に
関
す
る

製
品
や
、
墨
出
し
用
の
レ
ー
ザ
ー

塁
出
し
器
に
新
製
品
が
あ
り
、
簡

単
で
使
い
や
す
く
、
値
段
も
ず
い

ぶ
ん
安
く
な
っ
て
い
る
。

最
近
の
ダ
ク
ト
は
、
ブ
ラ
ン
チ

が
一
体
式
工
法
が
多
く
な
り
、
コ
ー

ナ
ー
ピ
ー
ス
自
動
カ
シ
メ
機
や
ダ

ク
ト
ハ
ゼ
締
め
機
な
ど
も
開
発
さ

れ
て
い
て
び
っ
く
り
し
た
。
ハ
ゼ

締
め
は
従
来
ガ
ン
ガ
ン
音
が
し
て

う
る
さ
い
の
が
全
く
音
な
し
で
、

ダ
ク
ト
が
成
型
さ
れ
て
い
く
の
は

作
業
環
境
が
と
て
も
良
い
。

見
学
は
自
由
行
動
で
、
夕
食
ま

で
に
池
袋
の
ホ
テ
ル
へ
集
合
す
れ

ば
よ
い
の
で
、
三
時
間
あ
ま
り
ゆ
っ

く
り
見
学
で
き
た
。

宿
泊
は
池
袋
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

ホ
テ
ル
で
一
泊
、
二
日
目
は
観
光

バ
ス
で
東
京
都
庁
を
見
学
の
後
、

神
奈
川
県
立
伊
勢
原
市
に
あ
る
金

届
加
工
機
械
メ
ー
カ
ー
の
ア
マ
ダ

の
展
示
場
を
見
学
し
た
。

展
示
会
場
は
赤
と
黒
の
ア
マ
ダ

色
の
機
械
が
所
狭
し
と
陳
列
さ
れ

て
い
る
。
切
断
で
は
巾
狭
い
板
を

切
断
し
て
も
反
り
が
で
な
い
シ
ャ
ー

や
、
切
断
で
は
高
速
で
切
断
面
が

き
れ
い
な
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
な
ど

欝
畢
蝋
蝋
噸
蝋
》
調
・
衛
生
総
合
機
材
展
見
学

４
、
全
板
熊
本
大
会
の
件

全
板
熊
本
大
会
の
参
加
者
が

現
在
で
は
二
十
六
名
で
あ
る
が

何
と
か
バ
ス
一
台
に
な
る
よ
う

参
加
を
お
願
い
す
る
。

５
、
名
簿
作
成
の
件

五
年
ご
と
に
新
し
く
し
て
い

る
組
合
員
名
簿
を
、
今
年
度
に

作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
各
支
部
は
三
月
末
ま
で

に
提
出
す
る
よ
う
に
。
ま
た
名

簿
作
成
に
は
広
告
を
依
頼
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
総
務
委
員
会

で
良
く
検
討
す
る
こ
と
と
し

た
。

６
、
そ
の
他

保
証
制
度
の
四
科
目
の
講
習

を
、
二
日
間
で
開
催
す
る
よ
う

に
保
証
お
よ
び
技
術
委
員
会
で

検
討
す
る
事
を
申
し
合
わ
せ
た
。

以
上
の
よ
う
な
各
議
題
を
協
議

し
て
、
午
後
三
時
か
ら
開
催
さ
れ

る
理
事
会
に
送
っ
た
。

厨
一
房
。
空
調
委
員
会

が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

ベ
ン
デ
ィ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
で
は

ロ
ボ
ッ
ト
を
使
っ
た
全
自
動
加
工

機
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
人
間
並

み
に
成
型
し
て
い
る
の
を
み
て
聴

く
ば
か
り
で
あ
る
。
値
段
が
又
す

ご
い
。
一
億
も
す
る
と
い
う
。
ア

マ
ダ
で
は
八
千
七
百
六
十
時
間
連

続
稼
働
を
提
案
し
て
い
る
と
い
う
。

機
械
を
二
十
四
時
間
三
百
六
十
五

日
動
か
す
、
と
言
う
こ
と
だ
が
消

却
す
る
に
は
随
分
時
間
が
か
か
る

よ
う
だ
。

ま
た
最
新
の
ベ
ン
デ
ィ
ン
グ
で

は
上
金
型
が
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
交
換

で
き
る
装
置
や
、
下
金
型
が
三
カ

所
で
微
調
整
が
で
き
反
り
の
な
い

正
確
な
角
度
の
加
工
が
出
来
る
ベ

ン
デ
ィ
ン
グ
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。

昼
食
も
「
ア
マ
ダ
」
で
い
た
だ

き
、
三
時
間
の
見
学
で
あ
っ
た
が
、

す
べ
て
の
展
示
機
械
を
見
学
す
る

に
は
ま
だ
時
間
が
足
り
な
い
く
ら

い
で
、
プ
レ
ス
の
展
示
場
は
駆
け

足
で
通
り
過
ぎ
た
。

今
回
の
見
学
会
は
、
中
部
ダ
ク

ト
組
合
の
組
合
員
も
十
五
名
の
参

加
が
あ
り
、
総
勢
三
十
五
名
の
見

学
研
修
会
で
あ
っ
た
。
小
田
原
か

ら
新
幹
線
で
、
帰
り
午
後
五
時
三

十
分
名
訳
で
解
散
し
た
。報
告
鷲
見

第
四
回
理
事
会
を
平
成
十
年
二

月
二
十
四
日
午
後
三
時
よ
り
、
県

板
三
階
会
議
室
で
開
催
し
た
。
前

に
記
載
し
た
、
常
務
理
事
会
の
議

案
を
受
け
て
、
慎
重
に
審
議
す
べ

て
を
承
認
し
た
。

そ
の
他
の
意
見
で
は
、
機
関
誌

「
愛
板
」
で
も
全
板
新
聞
の
よ
う

に
、
新
製
品
と
か
新
工
法
な
ど
を

取
り
上
げ
て
掲
載
し
て
ほ
し
い
、

と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。

以
上
で
午
後
五
時
に
終
了
し
た
。

報
告
鷲
見



平
成
加
年
１
月
ｎ
日
（
日
）

岡
崎
技
術
工
学
院
に
お
い
て
競

技
大
会
県
予
選
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

「
技
能
競
技
の
部
」

今
回
の
課
題
は
水
屋
流
し
（
材

料
０
．
４
×
拓
・
５
×
皿
×
Ｅ
の

銅
板
）
で
、
各
支
部
よ
り
選
ば
れ

た
８
名
が
挑
み
ま
し
た
。

選
手
名
支
部
名

片
山
匡
裕
岡
崎
支
部

早
川
隆
志
中
川
港

服
部
健
司
中
川
港

北
河
秀
治
東
三
支
部

伊
藤
茂
喜
東
三
支
部

池
田
智
和
碧
南
支
部

小
笠
原
誠
碧
南
支
部

酒
井
克
幸
安
城
支
部

ま
た
、
「
建
築
技
術
の
部
」
の

出
場
選
手
は
、
次
の
３
名
で
す
。

選
手
名
支
部
名

藤
井
秀
幸
東
三
支
部

岩
崎
崇
安
城
支
部

板第３２５号 平成１０年３月１５日（２）

品
の
名
前
の
上
に
紙
を
張
り
、
回

収
後
別
室
に
て
審
査
を
す
る
た
め

部
外
者
は
だ
れ
も
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

審
査
基
準
が
技
能
競
技
の
様
に
、

作
品
は
寸
法
・
外
見
・
水
漏
れ
な

ど
を
減
点
し
て
審
査
す
る
が
、
建

築
技
術
で
は
明
確
な
基
準
が
な
く
、

審
査
の
建
築
事
務
所
の
先
生
や
、

第
旧
回
県
板
青
年
部

～
～
技
能

２
月
Ⅳ
・
肥
日
静
岡
県
静
岡
市

登
呂
３
１
１
１
鍋
に
あ
る
「
ポ
リ

テ
ク
セ
ン
タ
ー
静
岡
」
に
て
、
青

年
部
建
築
板
金
競
技
大
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

今
年
の
課
題
は
、
技
能
競
技
の

部
は
「
水
屋
流
し
」
の
作
成
を
、

建
築
技
術
の
部
は
「
Ｒ
屋
根
に
段

葺
き
施
工
に
伴
う
各
部
施
工
図
の

作
成
」
で
し
た
。

愛
知
県
よ
り
技
能
の
部
に
、
片

山
匡
裕
君
と
酒
井
克
幸
君
が
、
技

術
の
部
に
は
、
藤
井
秀
幸
君
に
宇

野
勝
義
君
の
四
名
が
参
加
し
た
。

他
県
か
ら
技
能
競
技
に
”
組
合

よ
り
蛇
名
。
建
築
技
術
に
狸
組
合

か
ら
肥
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

Ⅳ
日
四
時
帥
分
よ
り
選
手
受
付

の
後
、
過
時
帥
分
よ
り
開
会
式
が

始
ま
り
、
大
会
会
長
代
理
の
宇
野

闇
騨
第
別
回
全
国
建
築
板
金

競
技
大
会
に
応
援
参
加
し
て
：
鰯

愛知県板の選手

今
云
～
～

り
ま
す
が
、
だ
れ
で
も
が
一
度
は

参
加
し
て
み
た
く
な
る
課
題
や
、

審
査
基
準
を
明
確
に
示
す
な
ど
の

改
善
を
希
望
し
た
い
。
そ
う
な
れ

ば
県
予
選
で
も
、
参
加
選
手
も
多

く
な
る
の
で
は
と
思
う
。

審
査
結
果
は
、
２
月
下
旬
に
発

表
さ
れ
る
予
定
。
西
松
代

万
木
男
全
板
副
理
事
長
は
、

「
今
、
長
野
県
で
は
、
冬
季
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
日
本

選
手
が
連
日
大
健
闘
中
で
す
。
皆

さ
ん
も
日
ご
ろ
の
成
果
を
今
大
会

で
発
揮
し
て
ほ
し
い
」
と
の
挨
拶
。

来
賓
の
静
岡
市
長
小
島
善
吉
氏

か
ら
「
当
市
に
は
久
能
山
東
照
宮

が
有
り
、
屋
根
や
飾
り
に
多
く
の

銅
板
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
施
工

技
術
も
後
世
へ
と
引
き
継
が
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
地
で
全
国
各
地
よ

り
参
加
さ
れ
た
青
年
部
の
競
技
大

会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
う
れ
し

く
思
い
ま
す
」
と
激
励
。

開
会
式
終
了
後
、
技
能
競
技
と

建
築
技
術
の
選
手
は
そ
れ
ぞ
れ
の

会
場
に
別
れ
て
耐
競
技
上
の
注
意

事
項
や
持
参
工
具
点
検
を
受
け
る
。

夕
方
バ
ス
に
て
宿
泊
先
の
ホ
テ

ル
ァ
ソ
シ
ァ
静
岡
タ
ー
ミ
ナ
ル
に

移
動
。
娼
時
帥
分
よ
り
懇
親
会
が
、

愛
知
県
板
青
年
部
長
の
河
田
雅
彦

君
の
司
会
で
開
催
。

会
食
中
、
各
県
板
選
手
と
付
添

い
者
よ
り
明
日
の
競
技
大
会
へ
の

決
意
表
明
が
始
ま
り
、
愛
知
県
は

副
部
長
の
筒
井
和
幸
君
が
「
今
回

も
上
位
入
賞
を
ね
ら
い
ま
す
」
と

決
意
を
、
又
他
県
板
は
、
「
い
つ

も
２
位
に
甘
ん
じ
て
い
る
の
で
今

建
設
省
の
専
門
官
・
役
員
の
意
向

に
よ
る
所
が
多
く
な
る
。
閉
鎖
的

と
は
言
え
な
い
が
誠
毎
回
認
建
築

技
術
に
参
加
す
る
選
手
が
加
名
前

後
で
少
な
い
。
技
能
競
技
で
は
毎

回
別
名
以
上
の
選
手
が
参
加
。

加
回
目
の
技
能
の
部
に
対
し
、

９
回
目
の
建
築
の
部
で
は
差
が
有

年
は
１
位
に
な
り
た
い
」
？
？

【
埼
玉
県
板
の
建
築
技
術
の
部
】

懇
親
会
は
盛
り
上
が
り
、
料
理

は
す
べ
て
食
べ
て
別
時
、
お
開
き

と
な
っ
た
が
、
二
次
会
に
行
く
人
、

静
岡
の
夜
の
町
中
に
消
え
た
選
手

も
多
く
い
た
よ
う
だ
。

迅
日
午
前
８
時
よ
り
競
技
開

始
。
競
技
終
了
は
四
時
間
後
の
旭
時
○

付
添
い
者
は
、
四
時
間
の
時
間
を

技
能
競
技
会
場
を
窓
越
し
に
の
ぞ

き
製
作
課
題
の
、
０
．
４
恥
銅
板

で
作
成
す
る
水
屋
流
し
の
作
業
進

行
を
見
守
っ
て
い
た
。

競
技
終
了
後
、
選
手
と
一
緒
に

集
め
ら
れ
た
作
品
を
見
比
べ
、
出

来
栄
え
を
心
配
し
な
が
ら
、
見
て

回
っ
た
。

時
間
内
に
仕
上
が
ら
な
い
作
品

や
、
完
成
し
て
い
る
の
に
水
上
側

に
落
口
を
付
け
て
し
ま
っ
た
作
品

な
ど
も
あ
り
、
競
技
大
会
で
実
力

が
出
せ
ず
に
残
念
で
す
。

建
築
技
術
は
施
工
図
を
製
図
す

る
た
め
、
会
場
内
を
見
る
こ
と
や

会
場
近
く
で
会
話
が
で
き
な
い
ほ

ど
隔
離
さ
れ
て
い
た
。

終
了
後
、
図
面
は
裏
返
し
他
の

選
手
の
作
品
を
見
る
こ
と
も
で
き

な
か
っ
た
と
の
こ
と
。
役
員
が
作

宇
野
勝
義
岡
崎
支
部

こ
の
３
名
が
、
工
事
図
面
施
工

図
に
挑
み
ま
し
た
。

本
大
会
は
、
第
加
回
全
国
建
築

板
金
技
能
競
技
大
会
の
県
予
選
で
、

日
ご
ろ
の
実
力
を
発
揮
し
て
頂
き

ま
し
た
。
司
会
進
行
を
筒
井
副
部

長
の
開
会
宣
言
で
始
ま
り
、
河
田

県
青
年
部
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、

来
賓
で
あ
る
、
県
板
村
上
理
事
長

に
激
励
の
お
言
葉
を
頂
い
た
後
、

県
青
年
部
担
当
理
事
高
柳
氏
か
ら

も
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
県
青
年
部
担
当
の
高
橋
氏
か

ら
競
技
に
対
す
る
心
が
ま
え
、
及

び
注
意
事
項
に
つ
い
て
お
話
し
が

あ
り
ま
し
た
。
技
能
競
技
の
部
に

つ
き
ま
し
て
は
、
道
具
検
査
の
後
、

例
年
通
り
展
開
図
持
参
で
競
技
を

行
い
、
標
準
時
間
３
時
間
で
行
い

ま
し
た
。
建
築
技
術
の
部
に
つ
き

ま
し
て
は
、
３
時
間
妬
分
以
内
で

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
の
競

技
会
県
予
選
を
担
当
さ
れ
た
、
名

古
屋
ブ
ロ
ッ
ク
青
年
部
の
皆
様
の

運
営
協
力
に
よ
り
、
公
平
か
つ
ス

ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
競
技

終
了
後
、
昼
食
を
と
り
、
閉
会
式

が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
別
室
に

お
い
て
、
作
品
の
審
査
が
行
わ
れ
、

慎
重
な
測
定
、
審
査
の
結
果
、
・
技

能
競
技
の
部
は
、
片
山
君
（
岡
崎
）

と
酒
井
君
（
安
城
）
が
愛
知
県
代

表
に
選
ば
れ
、
建
築
技
術
の
部
は
、

藤
井
君
（
東
三
）
と
宇
野
君
（
岡

崎
）
に
決
定
し
ま
し
た
。
以
上
の

４
名
の
方
は
、
平
成
皿
年
２
月
Ⅳ

日
、
肥
日
の
両
日
、
静
岡
県
ポ
リ

テ
ク
静
岡
に
て
行
わ
れ
る
、
第
加

会
全
国
建
築
板
金
競
技
大
会
に
、

愛
知
県
代
表
と
し
て
参
加
し
て
頂

く
事
と
な
り
ま
し
た
。
日
ご
ろ
の

実
力
を
発
揮
さ
れ
る
事
を
期
待
し

ま
す
。

西
尾
筒
井

愛

競
技
大

鯛fｉ



月
謝
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本社社屋

昭
和
三
十
三
年
七
月
三
日

本
社
所
在
地

名
古
屋
市
中
川
区
広
川
町
三

丁
目
一
番
地

代
表
取
締
役
下
村
義
治

昭
和
十
三
年
三
月
三
日
生

資
本
金
授
権
資
本
四
千
万
円

払
込
済
資
本
二
千
万
円

従
業
員
十
二
名

事
業
内
容

鋼
材
、
丸
釘
、
針
金
、
鈍
線
、

鉄
線
、
亜
鉛
鉄
板
等
鉄
鋼
一
次
二

次
三
次
製
品
機
械
工
具
化
成
品
等

顕
在
製
品
の
販
売
卸
及
び
そ
れ
に

付
帯
す
る
事
業

社
是
和
心
協
力
・
相
互
億
組
・

自
己
啓
発
・
心
償
必
罰

「
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
鉄

鋼
問
屋
」
を
目
標
に
「
人
の
つ
な

が
り
を
大
事
に
」
が
信
条

鷲
見

傍
あ
い
さ
つ
す
る
高
柳
組
合
長

隣
代
表
取
締
役
社
長

下
村
義
治
氏

鉄
製
品
は
大
阪
、
鉄
板
や
金
物

煩
は
関
西
製
が
多
い
よ
う
に
思
う

の
は
私
だ
け
だ
ろ
う
か
。

下
村
商
店
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

電
話
を
し
て
電
話
機
の
向
こ
う
に

下
村
社
長
の
声
を
聞
き
、
な
ぜ
か

以
前
か
ら
何
度
も
お
会
い
し
た
よ

う
な
錯
覚
を
覚
え
た
。
お
話
し
す

る
の
は
初
め
て
で
あ
り
、
む
ろ
ん

お
会
い
し
た
こ
と
な
ど
あ
る
わ
け

が
な
い
の
に
、
な
ぜ
か
？
言
一
楽

が
関
西
弁
な
の
で
あ
る
、
話
が
と

て
も
軟
ら
か
い
と
い
う
か
、
親
し

み
が
わ
い
て
来
て
し
ま
う
。

今
回
は
、
そ
ん
な
関
西
弁
で
話

さ
れ
る
西
宮
市
出
身
の
下
村
義
治

社
長
の
会
社
、
㈱
名
古
屋
下
村
商

店
を
紹
介
す
る
。
下
村
商
店
は
初

代
下
村
治
郎
一
氏
が
昭
和
二
十
二

年
七
月
、
戦
後
の
復
興
期
に
鉄
鋼

二
次
製
品
を
提
供
す
る
使
命
寡
持
っ

て
資
本
金
百
八
十
万
円
で
名
古
屋

▼
新
問
屋
シ
リ
ー
ズ
Ａ

職
蕊
郷
黙
職
雛
雛
擁
脈
爵
鍔
錨
洲
撫
溌

撚
淵
撫
蝋
職
撫
撚
資
》
堀
葺
牡
柵
那
一
一

第
五
回
株
式
会
社
名
占
屋
卜
村
商
店

て
貰
い
た
い
と
の
役
員
さ
ん
達
の

想
い
で
す
。
西
尾
大
橋

り
、
代
表
取
締
役
に
就

任
し
て
現
在
に
至
る
。

趣
味
は
ゴ
ル
フ
、
野
一

球
、
旅
行
．
－

商
号株
式
会
社

名
古
屋
下
村
商
店
・

創
業昭
和
二
十
二
年
ｆ

七
月
一
日

創
業
者下
村
治
郎
一

創
業
地
名
古
屋
市
中
蝉

区
南
園
町

御
園
座
の
西
あ
た
り

会
社
設
立

市
中
区
南
園
町
に
設
立
。
そ
の
後
、

事
業
の
進
展
や
事
業
の
多
角
化
に

伴
い
、
増
資
や
社
名
の
変
更
を
経

て
現
在
に
至
る
。

義
治
氏
は
昭
和
三
十
五
年
関
西

学
院
大
学
法
学
部
を
卒
業
後
、
釘
・

針
金
メ
ー
カ
ー
の
日
本
鉄
線
㈱
に

入
社
、
現
場
修
行
を
一
年
、
営
業

資
材
関
係
を
五
年
間
修
行
し
て
、

昭
和
四
十
一
年
、
㈱
下
村
商
店
大

阪
特
殊
製
線
㈱
取
締
役
に
な
り
、

昭
和
四
十
八
年
、
㈱
名
古
屋
下
村

商
店
取
締
役
就
任
、
昭
和
五
十
年
、

創
業
者
下
村
治
郎
一
氏
死
亡
に
よ

蕊懲職

癖
灘
》
”

鴬
ｈＶ還雰伽

関

一
年
間
の
総
括
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
岡
板
組
合
マ
ー
ク
の
発
表
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
を
利
用
し
て
の
岡
板
Ｆ
Ａ

Ｘ
伝
言
板
の
実
行
な
ど
、
行
動
的

な
高
柳
氏
の
活
動
が
沈
み
が
ち
な

組
合
状
況
に
、
新
し
い
活
気
を
呼

び
起
こ
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
ま
す
ま
す
行
動
的
な
組
合
長

で
あ
る
事
を
期
待
し
ま
す
。

従
業
員
表
彰
、
議
案
審
議
、
組

合
活
動
報
告
と
進
み
、
休
憩
を
は

さ
み
、
県
板
理
事
長
村
上
章
氏
、

横
山
興
業
社
長
横
山
氏
が
、
祝
辞

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
加
年
度
組
合
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
自
分
の
安
全
は
自
分
で
守
れ

自
分
の
安
全
は
家
族
の
安
心
／
・
」

組
合
員
全
員
で
の
唱
和
を
終
え
、

総
会
は
無
事
に
閉
会
し
、
恒
例
の

訓
演
会
へ
と
進
め
ま
し
た
。

で
し
た
。
付
加
金
の
値
上
げ
と
活

発
な
組
合
活
動
の
維
持
の
為
に
は

値
上
げ
は
必
要
で
し
た
。
そ
れ
に

伴
い
、
金
を
使
わ
な
い
様
に
例
年

の
組
合
旅
行
を
隔
年
お
き
と
し
、

間
の
年
を
地
元
の
宴
会
で
済
ま
す

事
に
決
め
ま
し
た
。
私
達
西
尾
板

金
組
合
は
、
総
会
の
終
わ
り
に
五

人
の
班
長
を
決
め
ま
す
が
、
役
付

き
の
人
は
班
長
は
免
除
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
班
長
も
役
員
会

に
出
席
す
る
事
に
よ
り
、
多
く
の

組
合
員
に
、
組
合
活
動
を
理
解
し

組
合
員
の
奥
様
方
加
数
名
も
入

場
さ
れ
て
、
「
こ
こ
ろ
健
康
づ
く

り
」
と
題
し
て
竜
美
ス
ト
レ
ス
心

療
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
医
師
平
田
進
氏

か
ら
話
を
伺
い
ま
し
た
。
ス
ト
レ

ス
と
病
気
の
関
係
を
実
に
易
し
い

言
葉
で
説
明
さ
れ
、
有
意
義
な
時

間
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

平
田
医
師
の
有
意
義
な
話
を
聞

き
、
定
刻
よ
り
少
し
遅
れ
て
懇
親

会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
回
の
懇

親
会
で
は
、
組
合
長
の
発
案
に
よ

り
福
引
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
副

幹
事
長
梅
林
氏
の
名
司
会
ぶ
り
に

よ
り
、
来
賓
者
、
奥
様
方
を
含
め

全
員
、
実
に
楽
し
い
総
会
後
の
懇

親
会
と
な
り
ま
し
た
。

尚
、
こ
の
後
、
役
員
、
奥
様
方

共
々
、
前
組
合
長
石
原
氏
の
音
頭

に
よ
っ
て
加
数
名
、
カ
ラ
オ
ケ
で

歌
い
語
り
、
楽
し
い
二
次
会
を
過

ご
し
ま
し
た
。
岡
崎
中
西

唖
強
訴
評
聯
解
騨
叡
既

平
成
加
年
２
月
躯
日
に
、
岡
崎

レ
ク
ワ
ー
ル
ド
に
お
い
て
、
岡
崎

板
金
工
業
組
合
の
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
組
合
員
的
名
、
出
席

団
名
で
し
た
。

最
初
に
組
合
長
高
柳
氏
に
よ
り

愛

△
△
△
西
尾
板
金
組
合
新
年
総
会
▽
▽
▽

審議中

繍
蝿
穏
蛎
蕊
溌
鱗
織
騨
鍵
瀞
耀

西
尾
板
金
組
合
三
十
一
名
は
、

一
月
二
十
七
日
、
二
時
半
よ
り
平

坂
勤
労
会
館
に
お
い
て
高
柳
板
金

組
合
理
事
長
代
理
、
山
本
西
三
連

合
会
会
長
、
吉
田
事
務
局
長
を
お

迎
え
し
て
新
年
総
会
を
行
い
ま
し

た
。
昨
年
は
稲
吉
一
郎
氏
、
朝
岡

達
也
氏
、
石
川
政
一
氏
、
毛
利
清

氏
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た

が
、
会
議
の
前
に
冥
福
を
祈
り
、

黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。
今
年
の
総

会
の
主
な
議
題
は
、
組
合
賀
を
月

五
千
円
か
ら
七
千
円
へ
の
値
上
げ



板
金
工
業
）
と
い
う
結
果
に
な
り

ま
し
た
。
今
回
は
、
ひ
さ
し
ぶ
り

の
大
会
で
し
た
が
、
企
画
委
員
会

（
河
合
澄
夫
委
員
長
）
の
設
営
、

健
闘
に
よ
り
多
数
の
組
合
員
さ
ん

に
参
加
を
い
た
だ
き
、
横
山
興
業

㈱
（
問
屋
）
様
も
た
く
さ
ん
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た

賞
品
も
盛
り
沢
山
で
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
ま
し
た
。
参

加
さ
れ
た
方
全
員
が
楽
し
ま
れ
た
、

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

豊
田
松
井

板第３２５号 平成１０年３月１５日（４）

第
十
五
回
＄
研
親
会
開
催

支
部
月
例
会
ｕ
名

豊
田
板
金
組
合
（
西
俣
章
組

合
長
）
は
、
去
る
１
月
泌
日
（
土
）

豊
田
市
元
町
の
美
烏
里
ボ
ー
ル
に

於
い
て
、
親
睦
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
出

事
業
所
“
人
で
し
た
。
ゲ
ー
ム
は

午
後
６
時
に
ス
タ
ー
ト
し
、
２
ゲ
ー

ム
の
ト
ー
タ
ル
ピ
ン
で
順
位
を
争

い
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
終
了
後
、
場

所
を
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
に
移

し
て
表
彰
式
を
行
い
、
１
位
・
中

根
圭
介
氏
（
中
根
板
金
）
、
２
位
・

松
井
辰
雄
氏
（
マ
ッ
イ
板
金
工
業
）
、

３
位
・
山
下
従
道
氏
（
㈲
コ
ダ
マ

／ 、

さ
る
「
二
月
十
七
～
十
八
日
」
、

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
沸
上
が
る

な
か
、
㈱
池
田
商
店
「
＄
研
親
会
」

第
十
五
回
総
会
を
兼
ね
た
、
見
学

旅
行
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平

日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
早
朝
よ
り

名
駅
西
に
集
合
（
会
員
、
及
び
池

田
社
員
、
メ
ー
カ
ー
商
社
の
方
多

数
参
加
さ
れ
総
勢
九
十
名
）
。
あ

い
に
く
の
冬
型
天
気
の
中
、
西
名

阪
を
奈
良
市
に
向
か
い
一
日
目
の

見
学
地
『
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
総

合
技
術
研
究
所
』
へ
。
大
阪
府
、
京

都
府
、
奈
良
県
に
ま
た
が
る
関
西

文
化
学
術
研
究
都
市
の
一
角
に
、

圃
園
固
園

荘
厳
な
善
光
寺
の
鐘
の
音
に
続

い
て
日
本
の
国
技
と
信
州
の
伝
統

文
化
の
競
演
で
開
幕
し
た
「
冬
季

五
輪
・
長
野
大
会
」
。
世
界
七
十

二
カ
国
か
ら
参
加
し
た
選
手
た
ち

の
十
六
日
間
に
お
よ
ぶ
熱
戦
と
感

動
の
ド
ラ
マ
の
始
ま
り
で
あ
る
。

四
年
間
こ
の
日
を
目
指
し
メ
ダ
ル

を
夢
見
て
日
夜
厳
し
い
練
習
に
励

ん
だ
選
手
た
ち
の
晴
れ
や
か
な
笑

顔
と
慶
び
が
テ
レ
ビ
画
面
か
ら
で

も
手
に
取
る
よ
う
に
伝
わ
る
。

そ
し
て
真
っ
白
な
雪
の
精
に
扮

し
た
子
供
達
が
と
て
も
可
愛
か
っ

た
し
、
選
手
た
ち
の
カ
ラ
フ
ル
な

衣
装
が
白
色
の
世
界
に
鮮
や
か
に

彩
り
を
添
え
て
楽
し
ま
せ
た
。

期
間
中
、
毎
夜
そ
の
日
の
熱
戦

ハ
イ
ラ
イ
ト
放
映
に
見
と
れ
て
つ

い
睡
眠
不
足
が
度
々
に
な
る
。

大
回
転
の
ど
迫
力
、
千
分
の
一

秒
を
競
う
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
、

観
客
を
魅
了
し
た
銀
盤
の
舞
い
フ
ィ

ギ
ュ
ア
、
一
番
人
気
の
ジ
ャ
ン
プ
誠

新
種
目
の
モ
ー
グ
ル
、
頭
脳
プ
レ
ー

の
カ
ー
リ
ン
グ
な
ど
な
ど
。

金
銀
銅
メ
ダ
ル
十
個
は
日
本
新

記
録
と
か
。
長
野
五
輪
大
成
功
の

陰
に
は
、
大
会
関
係
者
、
長
野
県

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
大
き

な
力
添
え
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

二
月
二
十
七
日
㈹
晴

三
二
五
号
編
集
会
議

委
員
７
名
出
席

午
後
五
時
二
十
分
終
了
⑧

豊
田
板
金
組
合

親
睦
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
を
開
催

ぐ
＄
研
親
会
参
加
者

参
加
を
頂
き
）
一
次
会
、
二
次
会

と
楽
し
い
夜
を
過
ご
し
た
。
翌
朝
、

好
天
に
恵
ま
れ
宿
を
後
に
し
て
本

日
の
見
学
地
「
シ
ャ
ー
プ
生
産
技

術
開
発
セ
ン
タ
ー
」
に
向
か
っ
た
。

天
理
市
の
素
晴
ら
し
い
環
境
に
恵

ま
れ
た
工
場
群
の
一
角
に
あ
る

シ
ャ
ー
プ
歴
史
、
技
術
ホ
ー
ル
を

見
学
し
、
近
未
来
の
す
ば
ら
し
い

ア
イ
デ
ィ
ア
開
発
技
術
に
感
心
し
、

特
に
「
屋
根
瓦
一
体
型
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
」
に
は
興
味
わ
き
ま

し
た
。
シ
ャ
ー
プ
を
後
に
し
て
、

春
日
大
社
に
参
拝
し
て
帰
路
に
着

い
た
。
（
伊
藤
）
、

２
月
各
支
部
の
動
き

幻
日
支
部
定
例
会

妬
・
肥
日
親
睦
旅
行
（
秋
葉

山
上
社
参
拝
・
舘
山

寺
温
泉
泊
・
浅
間
神

社
参
拝
・
丸
子
丁
字

屋
梅
園
）
”
名

小
牧
支
部
１
日
夕
食
会
７
名

一
宮
支
部

熱
田
南
支
部

役
員
会
４
名

平
成
９
年
度
決
算
総

会
旭
名

愛

大
和
ハ
ウ
ス
エ
業
の
創
業
四
十
周

年
記
念
館
と
し
て
建
て
ら
れ
た
近

代
的
な
建
物
。
そ
の
中
に
テ
ー
マ

館
、
各
種
実
験
施
設
、
実
験
住
宅

を
造
り
、
環
境
に
や
さ
し
い
快
適

な
住
宅
造
り
を
見
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
将
来
、
自
分
も
こ
ん
な

家
に
住
む
事
が
出
来
た
ら
と
の
思

い
を
残
し
研
究
所
を
後
に
し
た
。

時
雨
も
よ
う
の
京
都
、
嵐
山
を

散
策
し
て
、
早
々
に
今
日
の
宿
泊

地
「
湯
の
花
温
泉
、
渓
山
閣
」
に

向
か
い
、
到
着
後
直
ち
に
「
総
会
」

を
開
催
し
、
続
い
て
懇
親
会
に
入

り
（
メ
ー
カ
ー
、
商
社
十
七
社
の

1998年度
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皿
日
支
部
役
員
会
過
名

津
島
支
部

５
日
定
例
会
ｎ
名

江
南
支
部

晦
日
支
部
役
員
会
６
名

春
日
井
支
部

７
日
定
例
会
巧
名

鯛
日
役
員
会
４
名

尾
張
板
金
連
合
会

肥
日
役
員
会

岡
崎
支
部

”
日
第
妬
回
通
常
総
会風
名

碧
南
支
部

２
日
青
年
部
定
例
会

豊
田
支
部

皿
日
第
９
回
役
員
班
長
会

配
日
三
役
会

刈
谷
支
部

咽
。
略
日
支
部
総
会
（
伊
勢
）
岨
名

ｎ
日
新
旧
役
員
会
ｎ
名

西
尾
支
部

ｎ
日
Ⅲ
年
度
第
１
回
役
員

会
Ⅳ
名

知
多
支
部

週
日
理
事
会
妬
名

加
日
理
事
役
員
合
同
委
員

会
塑
名

東
三
支
部

４
日
支
部
定
例
会
記
名

８
日
青
年
部
パ
ソ
コ
ン
勉

強
会
７
名

旭
日
青
年
部
定
例
会
９
名

躯
・
朋
日
親
睦
旅
行
（
勝
浦
）
拠
名

茄
日
三
役
会
６
名

ノ
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